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平
成
二
十
五
年
度
に
用
地
取
得
・
実
施
設
計
を

終
え
ま
し
た
。
平
成
二
十
六
年
度
は
、
六
月
二
十

二
日
か
ら
造
成
工
事
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。
引

き
続
き
秋
に
は
、
建
築
工
事
や
既
存
建
物
（
幼
稚

園
）
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
二
十
七
年
四
月
に

は
開
園
の
予
定
で
す
。 

広
島
市
で
は
、
初
の
公
立
の
「
認
定
こ
ど
も
園
」

と
い
う
こ
と
で
保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
地
域

の
方
々
も
開
園
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

二
十
五
年
八
月
に
要
望
し
た
時
点
で
は
、
「
二
十

五
年
度
内
に
一
部
工
事
を
発
注
予
定
」
と
回
答
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
用
地
取
得
が
難

航
し
、
着
工
が
遅
れ
る
見
通
し
で
す
。 

六
月
十
八
日
、
阿
戸
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

「
区
長
を
囲
む
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

安
芸
区
役
所
か
ら
は
、
大
東
和
区
長
を
は
じ
め
十

九
名
、
阿
戸
町
か
ら
は
、
松
田
連
合
町
内
会
長
を
は

じ
め
三
十
三
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

松
田
連
合
町
内
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
大
東
和
区
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
安
芸
区
内
の
主
要
事
業
概
要

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

松
田
連
合
町
内
会
長
か
ら
阿
戸
町
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
「
認
定
こ
ど
も
園
」
が
、
計
画
通
り
来
年

四
月
開
園
と
な
る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
阿
戸
町
活
性
化
の
た
め
、
七
月
か
ら
阿
戸

地
区
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
作
成
の
た
め

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
ご
協
力

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
あ
と
、
意
見
交
換
会
を
行
い
、
行
政
側
と
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。 
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県
道
瀬
野
呉
線
（
瀬
野
境
か
ら
阿
戸
境
ま
で
）
の

舗
装
工
事
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

完
了
い
た
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
県
道
津
江
八
本
松
線
（
長
戸
路
～
戸

坂
峠
地
区
間
）
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

県
西
部
建
設
事
務
所
に
要
望
し
て
お
り
ま
し
た
、

次
の
河
川
工
事
を
今
年
度
実
施
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。 

一 

西
方
寺
川
改
良
工
事 

二 

熊
野
川
左
岸
（
兼
ヶ
迫
橋
下
流
）
管
理
道
工
事 

三 

長
谷
川
河
口
暗
渠
部
の
改
良
工
事
（
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
） 

 

安
芸
区
役
所
地
域
起
こ
し
推
進
課
で
は
、
こ
の

度
、
阿
戸
の
魅
力
を
一
層
高
め
る
た
め
、
阿
戸
地

区
の
新
た
な
町
づ
く
り
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

第
一
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
七
月
二
十
六

日
、
阿
戸
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

大
東
和
安
芸
区
長
、
松
田
連
合
町
内
会
長
の
挨

拶
に
つ
づ
い
て
、
「
地
域
を
再
発
見
し
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
二
十
六
・
二
十
七
年
度
、
二
年
間
を
か
け
て
、 

概
ね
二
カ
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 
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今
年
度
も
元
気
な
阿
戸
町
を
め
ざ
し
、
認
定
こ
ど
も
園
開
園
に

向
け
た
取
組
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
組
ん

で
参
り
ま
す
。 

二
十
六
年
度
連
合
町
内
会
総
会
に
お
い
て
、
次
の
通

り
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

顧
問 

 

山
田 
松
司 

第
四
区
町
内
会
顧
問 

会
長 

 

松
田 
康
憲 

第
四
区
町
内
会
会
長 

副
会
長 

髙
山 

義
昭 
第
五
区
町
内
会
会
長 

理
事 

 

宇
野 

耕
次 
第
一
区
町
内
会
会
長 

理
事 

 

出
口 

勝
紀 

第
ニ
区
町
内
会
会
長 

理
事 

 

池
田 

正
裕 

第
三
区
町
内
会
会
長 

理
事 

 

景
山 

尚
文 

第
六
区
町
内
会
会
長 

会
計 

 

景
山 

尚
文 

第
六
区
町
内
会
会
長 

監
査 

 

末
永 

宏
征 

第
ニ
区
町
内
会
副
会
長 

監
査 

 

景
山 

 

子 

第
六
区
町
内
会
副
会
長 

し
て
い
た
だ
き
、
八
十
人
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ
四
百
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
献
血
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
献
血
者
数
は
、

昨
年
を
上
回
る
好
成
績
で
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
町
民

の
皆
様
・
各
事
業
所
等
の
皆
様
、
ま
た
、
そ
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
い
て
社
員
・
職
員
の
方
の
参
加
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
各
事
業
所
等
の
管
理
者
の
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
方
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
献
血
を
実
施
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

☆
町
内
一
斉
清
掃
の
実
施
に
つ
い
て 

三
月
二
日
「
町
を
美
し
く
川
を
き
れ
い
に
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
に
、
町
内
一
斉
清
掃
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

毎
年
三
月
の
第
一
日
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
恒
例
の
行

事
で
す
。
町
内
六
つ
の
町
内
会
へ
実
施
を
お
願
い
し
て
の
一

大
行
事
で
、
町
内
の
河
川
清
掃
や
県
・
市
道
な
ど
の
ご
み
の

回
収
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

川
の
枯
れ
た
葦
を
刈
っ
た
り
、
流
れ
の
途
中
に
引
っ
か
か

っ
て
い
る
ご
み
の
回
収
、
ま
た
、
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
空
き
缶

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
回
収
と
、
参
加
者
懸
命
の
作
業
が

町
内
全
域
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
半
日
の
作
業
で
、
不
燃
ご

み
・
可
燃
ご
み
合
わ
せ
て
土
嚢
袋
二
百
八
十
八
袋
の
ご
み
が

回
収
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
心
無
い
人
に
よ
っ
て
不
法
投
棄

さ
れ
た
大
型
ご
み
も
数
か
所
に
あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
ご
み
は
、
安
芸
環
境
事
業
所
に
後
日
持
ち
帰
っ

て
も
ら
い
、
町
内
一
斉
清
掃
は
無
事
完
了
し
ま
し
た
。
皆
様

の
お
蔭
で
町
内
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、
深
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ご
み
は
、
誰
か
が
片
付

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
気
を
付
け
て
、
美
し
い

阿
戸
町
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

二
十
六
年
度
の
予
算
は
、
収
入
金
額
一
、
一
五
七
、

〇
〇
〇
円
、
こ
の
う
ち
一
、
〇
五
四
、
〇
〇
〇
円
（
九

一
％
）
が
町
内
の
皆
様
か
ら
年
間
一
、
〇
〇
〇
円
負
担

い
た
だ
い
て
い
る
負
担
金
で
す
。
そ
の
ほ
か
繰
越
金
、

寄
付
金
等
が
あ
り
ま
す
。 

支
出
の
主
な
も
の
は
、
阿
戸
地
区
防
犯
組
合
な
ど
五

団
体
へ
の
助
成
金
三
五
〇
、
〇
〇
〇
円
（
三
〇
％
）
、

盆
踊
り
大
会
、
町
民
ま
つ
り
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

等
負
担
金
一
四
〇
、
〇
〇
〇
円
（
一
二
％
）
、
町
民
体

育
祭
準
備
金
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
等
で
、
残
り
の
二
六

六
、
〇
〇
〇
円
が
ま
ち
づ
く
り
事
業
費
、
会
議
費
、
旅

費
等
で
連
合
町
内
会
の
活
動
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

※
累
計 

金
二
、
〇
二
〇
、
〇
〇
〇
円 

資
源
ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

二
十
六
年
八
月
現
在 

二
、
〇
二
〇
、
〇
〇
〇
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
阿
戸
ま
ち
づ
く
り
基
金
」
に
お
い
て
厳
正

に
管
理
し
て
お
り
ま
す
。 

連
合
町
内
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
第
一
・
第
三
土
曜
日
の
収

集
日
（
ア
ー
ル
イ
ー
新
日
本
）
に
出
し
て
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く

り
基
金
の
収
入
増
加
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

二
十
五
年
度
は
利
益
還
元
額
の
う
ち
か
ら
ゴ
ミ
専
用
紙
袋
を

購
入
、
皆
様
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
要
望
を
聞
き
な
が
ら
活
用
方
法
を
検
討

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

☆
平
成
二
十
六
年
度
献
血
の
実
施
に
つ
い
て 

六
月
六
日
、
阿
戸
学
区
献
血
推
進
協
力
会
は
、
Ｊ
Ａ
安
芸
阿
戸

支
店
に
お
い
て
平
成
二
十
六
年
度
の
献
血
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
医
療
に
必
要
な
血
液
の
安
定
的
な
確
保
に
少
し
で
も
貢
献
し

た
い
と
、
皆
様
の
善
意
を
お
願
い
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
献

血
。
今
年
も
事
前
に
、
町
内
へ
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
各
町
内
会

に
お
願
い
し
て
の
チ
ラ
シ
の
配
付
な
ど
、
町
内
へ
の
広
報
に
努
め

ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
平
日
と
い
う
こ
と
で
、
阿
戸
町
民
だ
け

で
は
対
象
者
が
限
ら
れ
る
た
め
、
町
内
の
各
事
業
所
等
に
も
幅
広

く
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
当
日
は
百
人
を
超
え
る
方
に
参
加 
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真
夏
の
暑
さ
の
中
、
去
る
六
月
一
日
に
小
・
中
合
同
運
動

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
小
学
校
が
「
ち

か
ら
の
か
ぎ
り
が
ん
ば
れ
阿
戸
っ
子
」
、
中
学
校
は
「
走
り

抜
け
！ 

め
ざ
せ
、
青
春
の
頂 

」
で
し
た
。
当
日
は
ま
さ

に
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
通
り
の
、
阿
戸
っ
子
の
熱
い
思
い
に

感
動
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

阿
戸
な
ら
で
は
と
ほ
ほ
え
ま
し
く
感
じ
た
の
が
、
小
学
生

と
中
学
生
の
温
か
な
交
流
場
面
で
し
た
。
中
学
生
が
小
学
生

を
優
し
く
リ
ー
ド
す
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
し
て
、
自
分
よ
り
小
さ
な
人
や
弱

い
人
に
は
優
し
く
す
る
、
と
い
う
心
が
育
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
組
の
小
学
生
と
中
学
生
が
お
互
い

に
必
死
で
応
援
し
て
い
る
姿
は
、
異
年
齢
で
の
一
体
感
を
感

じ
、
こ
ち
ら
も
応
援
に
熱
が
入
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
合
同
行
事
で
い
つ
も
感
じ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
発
達
段
階
を
皆
が
見
通
せ
る
、
と
い
う
素
晴
ら
し
さ
で

す
。
小
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で
、
先
生
方
の
指
導
の
下
、

素
直
に
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。 

 

そ
し
て
中
学
生
の
顔
は
、
自
分
た
ち
が
創
り
上
げ
て
い
る

と
い
う
満
足
感
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。 

は
発
表
会
も
あ
り
、
日
々
そ
れ
ら
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て

み
ん
な
で
頑
っ
て
い
ま
す
。
レ
ッ
ス
ン
は
二
ク
ラ
ス
、
毎

週
木
曜
日
の
夕
方
か
ら
阿
戸
公
民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

ダ
ン
ス
に
興
味
の
あ
る
方
、
健
康
維
持
に
運
動
し
た
い

方
、
ダ
ン
ス
は
も
と
よ
り
、
習
い
事
が
初
め
て
の
お
子
様

も
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

（
六
）
ダ
ン
ス
キ
ッ
ズ 

ク
ラ
ウ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

代
表 

南 

和
美 

私
た
ち
「
ダ
ン
ス
キ
ッ
ズ 

ク
ラ
ウ
ン
」
は
幼
児
か
ら
大
人

ま
で
の
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
で
、
毎
週
楽
し
く
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

を
踊
っ
て
い
ま
す
。 

 

サ
ー
ク
ル
が
ス
タ
ー
ト
し
た
当
初
は
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス
の
み

で
し
た
が
、
現
在
は
小
学
校
中
学
年
ぐ
ら
い
と
、
ま
だ
ダ
ン

ス
に
慣
れ
て
い
な
い
初
心
者
向
け
の
「
キ
ッ
ズ
Ａ
ク
ラ
ス
」

と
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
大
人
ま
で
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
」

の
二
ク
ラ
ス
で
、
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
ま
す
。 

ど
ち
ら
の
ク
ラ
ス
も
先
生
が
や
さ
し
く
、
わ
か
り
や
す
く

教
え
て
く
れ
、
み
ん
な
で
楽
し
く
ダ
ン
ス
を
し
て
い
ま
す
。 

 

毎
年
十
一
月
の
阿
戸
町
民
ま
つ
り
の
他
に
、
広
島
フ
ラ
ワ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
呉
み
な
と
祭
に
出
演
し
た
り
、
冬
に 

 

子
ど
も
達
は
こ
れ
か
ら
も
、
小
さ
な
学
校
な
ら
で
は
の
素
晴

ら
し
い
経
験
を
積
ん
で
、
強
く
、
優
し
く
、
た
く
ま
し
く
育
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 
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新
メ
ン
バ
ー 

統
括
責
任
者 

松
田 

康
憲 

編
集
委
員
長 

出
口 

勝
紀 

編
集
委
員 

 

金
盛 

博
司 

〃 
 

 
 

古
井 

智
子 

〃 
 

 
 

横
山
み
ど
り 

編
集
後
記 

地
球
の
温
暖
化
現
象
に
よ
り
、
桜
の
開
花
も
例
年
よ
り

も
十
日
も
早
く
、
そ
し
て
梅
雨
入
り
も
例
年
よ
り
も
早
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

五
月
で
も
三
十
度
以
上
の
真
夏
日
を
記
録
す
る
一
方
、

梅
雨
の
無
い
北
海
道
で
は
六
月
に
は
長
雨
や
落
雷
で
被

害
も
有
り
ま
し
た
。 

 

異
常
気
象
と
は
関
係
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
猫
の

額
ほ
ど
の
私
の
畑
で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
花
が
散
っ
た
後

に
ト
マ
ト
の
実
が
な
り
、
目
を
疑
い
ま
し
た
。
ミ
ニ
ト
マ

ト
が
、
な
ぜ
？
？ 

色
々
な
人
に
聞
き
ま
し
た
が
、
チ
ョ

ウ
チ
ョ
の
仕
業
か
、
蜜
蜂
の
仕
業
か
・
・
ト
マ
ト
と
ジ
ャ

ガ
イ
モ
は
茄
子
科
だ
か
ら
・
・
と
い
う
声
も
聴
き
ま
し
た

が
、
ナ
ス
に
ト
マ
ト
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
な
り
ま
す
か
？ 

ト
マ
ト
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
で
き
ま
す
か
？  

皆
さ
ん
の

畑
で
は
異
常
現
象
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
口 

勝
紀 

平
成
二
十
一
年
一
月
に
創
刊
号
を
発
行
し
、
以
来
五
年
半
、

編
集
委
員
長
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
宇
野
耕
次
第
一
区
町
内

会
長
が
、
編
集
委
員
長
を
退
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

後
任
と
し
て
、
出
口
勝
紀
編
集
委
員
（
第
ニ
区
町
内
会
長
）

に
編
集
委
員
長
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
た
に
編
集
委
員
と
し
て
、
金
盛
博
司
第
六
区
町

内
会
副
会
長
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

「四こま漫画」につい
て 
人情味の豊かな、阿戸町
をイメージしています。 
これは、第２区町内会の
藤岡由紀美さんの作品
です。 

 

「
ク
ッ
ブ
」
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
の
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
両
チ
ー
ム
５
個
ず
つ
の
ク
ッ
ブ
（
角
材
）
を
自
陣

コ
ー
ト
に
並
べ
て,

先
攻
後
攻
を
決
め
ま
す
。
先
攻
チ
ー
ム

は
６
本
の
カ
ス
ト
ピ
ン
ナ
（
丸
棒
）
を
投
げ
て
、
相
手
コ

ー
ト
の
ク
ッ
ブ
を
倒
し
、
全
部
ク
ッ
ブ
を
倒
し
た
ら
最
後

に
キ
ン
グ
を
倒
せ
ま
す
。
こ
う
し
て
先
に
キ
ン
グ
を
倒
し

た
チ
ー
ム
の
勝
ち
で
す
。
た
だ
し
、
相
手
チ
ー
ム
に
倒
さ

れ
た
ク
ッ
ブ
は
、
攻
撃
時
に
相
手
コ
ー
ト
に
投
げ
入
れ
て
、

ま
ず
は
そ
の
ク
ッ
ブ
を
倒
さ
な
い
と
、
相
手
の
元
か
ら
あ

る
ク
ッ
ブ
は
倒
せ
ま
せ
ん
。 

  

 

☆
納
涼
盆
踊
り
大
会 

 
 

八
月
十
五
日
（
金
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

天
候
不
良
の
た
め
中
止 

 

☆
森
の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ 

 

八
月
三
十
一
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

里
山
あ
ー
と
村 

 

※
敬
老
会 

 
 

 
 

 
 

九
月
十
四
日
（
日
）
予
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
戸
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

※
区
民
ま
つ
り 

 
 

 
 

十
一
月
九
日
（
日
）
予
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

船
越
町
内 

 

※
阿
戸
町
民
ま
つ
り 

 
 

十
一
月
十
六
日
（
日
）
予
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
戸
町
内 

 

※
阿
戸
町
駅
伝
大
会 

 
 

一
月
一
日
（
木
）
予
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
戸
町
内 

※
町
内
一
斉
清
掃 

 
 

 

三
月
一
日
（
日
）
予
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
戸
町
内 

 

※
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会 

三
月
十
五
日
（
日
）
予
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
戸
町
内 

遊
び
方
の
概
要
・
準
備 

人
数 

 
 
 
 

２
人
～ 

適
し
た
場
所 

 
 

屋
外 

必
要
な
用
具
に
つ
い
て 

 

ク
ッ
ブ 

・
キ
ン
グ 

 
 
 
 

一
個 

・
ク
ッ
ブ 

 
 
 
 

十
個 

・
カ
ス
ト
ピ
ン
ナ 

 

六
本 

・
コ
ー
ナ
ー
ピ
ン
ナ 

四
本 

・
収
納
袋
付
き 


